
創業年月
事業年度
定時株主総会
配当

単元株式数
発行済株式総数
お取扱窓口

お問合せ先

明治42年4月（1909年4月）
4月1日から3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
100株
10,684,321株（2020年9月30日現在）

〒601-8391 京都市南区吉祥院大河原町5
TEL 075-323-5911  FAX 075-326-7356
https://www.dks-web.co.jp

株主メモ

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行(株) 証券代行部
フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）　

みずほ信託銀行（株）
および（株）みずほ銀行の各本店
および全国各支店
東京証券取引所（証券コード4461）

証券会社等に口座をお持ちの場合、住所
変更や買取請求等株主さまの各種お手
続きは、原則として口座を開設されてい
る証券会社等経由で行っていただくこと
となりますので、ご利用の証券会社等へ
ご連絡をお願いいたします。

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）、みずほ証券（株）および
みずほ信託銀行（株）にてお取次いたします。

未払配当金の
お支払

上場取引所

霞地区の“いま” 
新プラント商業生産を開始

TOP IC

DKSレポート（統合報告書）
はこちらのQRコードから

2015年に生産・販売・開発機能の一体化を目指し、
マザー工場として三重県に四日市工場霞地区を新設
致しました。2020年6月に電子材料向け製品を製造する
新プラントが完成し、同年9月に商業生産を開始して
います。

株主通信
2020年4月1日から2020年9月30日まで
2021年3月期 中間期

未 
来

F E L I Z  1 1 5 F U T U R E

証券コード: 4461
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トップインタビュー

当上半期の事業活動の概要について
　「FELIZ 115」をスタートした2020年4月以降、新型
コロナウイルスによるパンデミック（感染症の世界的
大流行）の影響が顕在化し、当上半期の売上高は対前年
同期比で減収となりました。一方で、営業利益は、電子
材料部門の拡大、価格是正の営業努力に加えて外出自粛
や移動制限による経費が減少し増益となりました。
　業務のテレワーク化による生産性向上はもちろんで
すが、それぞれの現場のリモート対応の有効性を検証
し、各部門の責任者が効率化への意識を強く持つよう
になった背景があります。
　9月に入り、四日市工場霞地区の電子材料向け新プ
ラントは商業生産を開始しました。また、自動車関連材
料やプラスチック用難燃剤は回復基調にあり、楽観は
しておりませんが、お客さま動向が徐々に戻りつつあ
ります。

コロナに打ち勝つための3つのポイント
　10月1日、全社に発信したのが、「Overcome COVID-19 
ーコロナに打ち勝つ！ー」です。人が動けない状況をもた
らしたコロナ禍は、「FELIZ 115」の妥当性を再確認する契
機となりました。ポイントは3つです。

1つ、コロナ禍は、人類の歴史に類のない経済危機をもた
らしました。世界恐慌の時でも人は動いていました。今回
は、移動が止められました。パンデミックは繰り返し発生
していますが、人類は克服してきました。

2つ、デジタル化が進む21世紀の経済において人間の行
動が止まり、価値の原点であるアナログの重要性が見直
されました。価値を生み出す「ものづくり」は、アナログが
原点です。

3つ、コロナ禍により、一層のスピード化が進むでしょう。
経済活動が本格的に動き出す局面で、当社は垂直的立ち
上げをしなければ、市場に取り残されます。

Overcome COVID-19 
ーコロナに打ち勝つ！ー

代表取締役 会長兼社長

「FELIZ 115」が目指す経営資源の再構築
　経営環境は大きく変化していますが、「FELIZ 115」
の基本方針、重点施策に変更はありません。初年度、2年
度に注力する重点施策「経営資源の再構築」のもとで進
めているのが、「貢献する事業のリストアップ」です。現
在、不採算製品についてお客さまとの価格交渉を進め
ておりますが、貢献する要素が見込めない場合は、来年
度をめどに事業の継続を判断する計画です。
　顧客志向を重点とした組織体制に改編しました。営
業、研究、生産、管理の4本部制に移行しました。さらに、
経営と執行を分離し、各取締役は担当範囲だけでなく
会社全体の管理・監督責任を担います。
　横串機能を強化し、閃きを与え合うインスパイアード・
パートナーづくりを進めています。

2030年、スマート・ケミカルメーカーを
目指して

　このような全体最適化の流れのなかで、当社らしく存
在し続ける技術基盤を強化し、技術立社の道を歩みます。
2030年に向けて、目指す企業像はユニ・トップの「ス
マート・ケミカルメーカー」です。ファインケミカルの価
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営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円） 親会社株主に帰属する
当期（四半期）純利益 （百万円）

19/3月期
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中期経営計画「FELIZ 115」が始動しました。
コロナ禍による未曽有の経済危機に打ち勝ち、
新たな価値創造に向けた施策にスピード感を
もって取り組んでまいります。

値づくりに必要なアナログとデジタルの統合を「スマー
ト」と呼ぶことにしました。ファインと呼ぶ化学の特殊
領域とICT（情報通信技術）の組み合わせを意味します。
　当社は、合成、配合、評価・分析、応用を核とした多様な
技術ポートフォリオを有しています。これが当社の価値
の源泉です。各技術の市場における優位性を縦軸に、将
来性を横軸に整理しました。
　下半期は、検討の結果をもとに研究体制を刷新し、
840億円の総資産を最大限に回転させるための事業
ポートフォリオの再構築に着手します。

株主の皆さまへ
　「FELIZ 115」計画の半年で、総資産は概ね840億円
になりました。前計画の5年間に、固定資産内容を一新
しました。霞地区への投資の結果です。営業部門をフル
稼働させれば、計画目標は達成できる構図です。コロナ
禍にあって、計画の妥当性を再確認しました。
　ご期待に応えられるよう経営を推進し、次世代を見据
えた新たな価値創造に取り組みます。株主の皆さまには、
一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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国内では、機械・金属用途、ＩＴ・電子
用途は低調に推移し、ゴム・プラス
チック用途及び業務用の石けん・洗
剤用途もそれぞれ大きく落ち込み
ました。

界面活性剤

20/3月期 21/3月期

3,998

87

3,297

△27

事 業
売上高構成比

29.5%

売上高構成比

11.8%

■売上高 ●営業利益
（百万円）

9,569

20/3月期

455

8,288

21/3月期

648

セルロース系高分子材料はエネル
ギー・環境、医薬品用途が低調に推
移しました。ショ糖脂肪酸エステルの
食品用途は国内・海外ともに、香粧
品用途は海外で低調に推移しました。

■売上高 ●営業利益
（百万円）

事 業

アメニティ材料

機能性ウレタンはＩＴ・電子用途が堅
調に推移しましたが、建築用途等は
低調に推移しました。土木用薬剤も
低調に推移し、合成潤滑油は大きく
落ち込みました。

ウレタン材料
事 業

売上高構成比

11.8%

売上高構成比

37.5%

■売上高 ●営業利益
（百万円） 難燃剤はゴム・プラスチック用途が

国内では低調に推移し、海外では大
きく落ち込みました。光硬化樹脂用
材料のIT・電子用途は国内・海外と
もに大幅に伸長しました。

■売上高 ●営業利益
（百万円）

事 業

機能材料

20/3月期 21/3月期

△87

4,454

△301

△198 △227

3,292

20/3月期 21/3月期

10,016

1,208

10,496

1,532

ディスプレイ用途のイオン液体は堅
調に推移し、太陽電池用途の導電性
ペーストは大幅に伸長しました。

電子デバイス
材料

事 業
売上高構成比

8.7%

売上高構成比

0.7%

■売上高 ●営業利益
（百万円） 医薬品添加物や天然素材からの抽

出物の濃縮化、粉末化による健康食
品等の受託事業など売上高は低調
に推移しました。

■売上高 ●営業利益
（百万円）

事 業

ライフ
サイエンス

20/3月期 21/3月期

200 192

20/3月期 21/3月期

125

2,161

153

2,445

事業セグメントの概況（第2四半期累計）

売上高
28,012

営業外収益
112

営業外費用
227

特別損失
35

特別利益
–

法人税等合計
445

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
167

経常利益
1,662

流動負債

流動資産

固定資産

固定負債

純資産

23,644

23,82623,826

34,265

81,736
22,978

24,939

35,774

83,69181,736

42,595

39,14139,141

83,691

42,029

41,662

21/3月期

負債・純資産の部資産の部

連結貸借対照表 （百万円）

連結損益計算書 （百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）

現金及び
現金同等物の
期首残高
10,126

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,543 財務活動による
キャッシュ・フロー

350

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

9,919

販売費及び
一般管理費
5,307

売上高
30,399

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
930

営業利益
1,590

経常利益
1,545

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
1,014

売上原価
20,928

41,662

34,265 35,774

24,939
投資活動による
キャッシュ・フロー
△2,090

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
△11

営業利益
1,777

中間

21/3月期
中間

20/3月期
中間

21/3月期20/3月期
中間

21/3月期20/3月期
中間
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売上高
28,012

営業外収益
112

営業外費用
227

特別損失
35

特別利益
–

法人税等合計
445

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
167

経常利益
1,662

流動負債

流動資産

固定資産

固定負債

純資産

23,644

23,82623,826

34,265

81,736
22,978

24,939

35,774

83,69181,736

42,595

39,14139,141

83,691

42,029

41,662

21/3月期

負債・純資産の部資産の部

連結貸借対照表 （百万円）

連結損益計算書 （百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）

現金及び
現金同等物の
期首残高
10,126

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,543 財務活動による
キャッシュ・フロー

350

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

9,919

販売費及び
一般管理費
5,307

売上高
30,399

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
930

営業利益
1,590

経常利益
1,545

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
1,014

売上原価
20,928

41,662

34,265 35,774

24,939
投資活動による
キャッシュ・フロー
△2,090

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
△11

営業利益
1,777

中間

21/3月期
中間

20/3月期
中間

21/3月期20/3月期
中間

21/3月期20/3月期
中間

連結財務情報



特
　集

初選定
当社は健康経営に優れた企業として経済
産業省と東京証券取引所が共同で取り
組む「健康経営銘柄2020」に初めて選定
されました。

3年連続最高ランク取得
当社は日本政策投資銀行の「DBJ健康
経営(ヘルスマネジメント)格付」に3年連
続「従業員の健康配慮への取り組みが特
に優れている」と評価されました。

「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組み
当社は、担当する執行役員を委員長として、各部門および各関係会社の代表者で構成される「リスクマネジメント
統制委員会」を設置しております。新型コロナウイルス感染拡大に対し、社員および家族、お取引先さま、地域の
方々の安全確保を最優先とした対策を、以下の通り、進めております。

健康経営®への取り組み

従業員の健康を維持・増進することで会社の生産性向上を、ひいては企業価値の向上を目指します。
この取り組みは、担当役員の出席する委員会、会議において結果の報告とそれに基づき策定された計画の承認を
得ています。

本社、研究所、各支店では、
テレワーク・在宅勤務・時差通勤の推進、
web会議システム活用による

出張等の自粛

対 策

各工場では、感染拡大の抑制を
徹底した上で生産活動を継続

受注部門(東京・大阪)では、
サテライトオフィス設置による

分散体制を整備

テレワークを利用したテレビ会議 大潟工場受付での検温・消毒実施

1 2 3対 策 対 策

未 来
F U T U R E

コロナに打ち勝つ！未来に向けて 働き方改革推進の加速 オンライン対話の深化

2021年3月期 中間期 株主通信5

DKS Close-up
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会社概要・株式の状況（2020年9月30日現在）

会社概要
社名 第一工業製薬株式会社
創業 明治42年4月
設立 大正7年8月
資本金 88億9,500万円
従業員数 557名（連結1,066名）

事業所
●本店 ●名古屋支店 ●四日市工場 千歳地区
●本社・研究所 ●九州支店 ●四日市工場 霞地区
●東京本社 ●大潟工場
●大阪支社 ●滋賀工場

大株主一覧（上位10名）
株主名   所有株数（株） 持株比率（%)

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,563,200 15.36
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 862,000 8.47
第一生命保険株式会社 613,400 6.03
BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS

500,000 4.91

株式会社みずほ銀行 427,000 4.20
株式会社京都銀行 417,000 4.10
朝日生命保険相互会社 339,400 3.34
DKS取引先持株会 299,600 2.94
第一工業製薬従業員持株会 263,298 2.59
株式会社日本カストディ銀行（信託口5） 151,600 1.49

株主分布状況
株式数比率 株主数比率

金融機関 52.39% 0.87%
個人・その他 22.29% 92.23%
外国法人等 11.97% 3.48%
その他法人 7.25% 2.46%
自己名義株式 4.77% 0.03%
金融商品取引業者 1.33% 0.93%

（注） 1.当社は自己株式を509,423株保有しておりますが、上記大株主からは除外して
おります。

 2.持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
 3.日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社は、2020年７月27日付でJTCホール

ディングス株式会社および資産管理サービス信託銀行株式会社と合併し、株式
会社日本カストディ銀行に商号を変更しております。

取締役、監査役
役  職 氏  名 役  職 氏  名

代表取締役
会長兼社長 坂本 隆司 代表取締役

専務取締役 浦山 　勇

常務取締役 山路 直貴 常務取締役 岡本 修身
取締役 北田 　明 取締役 河村 一二
取締役(社外取締役) 青木 素直 取締役(社外取締役) 谷口 　勉
取締役(社外取締役) 宮田 康弘
常勤監査役 藤岡 敏式 常勤監査役 西崎 信一
監査役(社外監査役) 髙橋 利忠 監査役(社外監査役) 中 　英也
監査役(社外監査役) 橋本 克己

配当金・配当性向の推移

17/3月期 18/3月期 19/3月期

60.00 70.00 70.00

25.3
21.2

27.5

20/3月期

■一株当たり配当金（円）
●配当性向（％）

（期末） （期末） （期末）

35.3

21/3月期

25.4

35.00
（期末予想）

35.00
（中間）

35.00
（期末）

35.00
（中間）

(注)1.株主の皆さまへの利益還元の機会を充実させるため、2020年3月期より中間配
当を実施することと致しました。
2.2018年10月1日をもちまして当社普通株式について5株を1株にする株式併合
を行いました。これに伴い、2017年3月期の期首に当該株式併合が行われたと仮
定して算定しております。



創業年月
事業年度
定時株主総会
配当

単元株式数
発行済株式総数
お取扱窓口

お問合せ先

明治42年4月（1909年4月）
4月1日から3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
100株
10,684,321株（2020年9月30日現在）

〒601-8391 京都市南区吉祥院大河原町5
TEL 075-323-5911  FAX 075-326-7356
https://www.dks-web.co.jp

株主メモ

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行(株) 証券代行部
フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）　

みずほ信託銀行（株）
および（株）みずほ銀行の各本店
および全国各支店
東京証券取引所（証券コード4461）

証券会社等に口座をお持ちの場合、住所
変更や買取請求等株主さまの各種お手
続きは、原則として口座を開設されてい
る証券会社等経由で行っていただくこと
となりますので、ご利用の証券会社等へ
ご連絡をお願いいたします。

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）、みずほ証券（株）および
みずほ信託銀行（株）にてお取次いたします。

未払配当金の
お支払

上場取引所

霞地区の“いま” 
新プラント商業生産を開始

TOP IC

DKSレポート（統合報告書）
はこちらのQRコードから

2015年に生産・販売・開発機能の一体化を目指し、
マザー工場として三重県に四日市工場霞地区を新設
致しました。2020年6月に電子材料向け製品を製造する
新プラントが完成し、同年9月に商業生産を開始して
います。

株主通信
2020年4月1日から2020年9月30日まで
2021年3月期 中間期

未 

来
F E L I Z  1 1 5 F U T U R E

証券コード: 4461




